
主催：一般社団法人hito.toco　後援：香川県、香川県教育委員会、香川県社会福祉協議会、高松市、高松市教育委員会、高松市社会福祉協議会
本取り組みは内閣府 “令和6年度 地域における孤独・孤立対策に関するNPO等の取組モデル調査”事業の一環で実施致します。

QRコードから申込フォームを開いて必要事項をご記入ください。
https://forms.gle/DMDtJPUZ4XhThCcMA

申込 60名

参加
無料

サンポートホール高松 54会議室（ ）
1月19日（日）10：00～12：30
2025年

定員

高松市サンポート2-1
サンポートホール高松 ホール棟5階

（9：30～受付開始）
日 時

会 場

子どもの不登校・ひきこもり等でお悩みのご家族にも
心をオフにできる居場所づくりを。

ご家族中心の座談会

inサンポート高松

現代美術家 渡辺篤氏
による体験談講話開催



【 対象 】
【 定員 】

子どもの不登校・ひきこもり等でお悩みのご家族、当事者・経験者、支援に関わる方など
60名（参加無料）

【 内容 】・ ひきこもり経験者 現代美術家 渡辺篤氏による体験談講話
・  座談会（1組4～5名程度）

【 日時 】
【 会場 】

2025年1月19日（日）10：00～12：30（9：30～受付開始）
サンポートホール高松 54会議室（高松市サンポート2-1 サンポートホール高松 ホール棟5階）

お問い合わせ 一般社団法人hito.toco 《担当：藤尾》《お電話》087-802-1911 《メール》sanka@hitotoco.or.jp

QRコードから申込フォームを開いて必要事項をご記入ください。
https://forms.gle/DMDtJPUZ4XhThCcMA

ひととこオフ会 inサンポート高松 について

渡辺 篤 現代美術家／社会活動家

申込

ひととこオフ会はちょっとオフになれる座談会です。
毎月開催しているひととこオフ会を、少しだけ規模を拡大し
サンポート高松でイベント開催します！
座談会だけでなく、ひきこもり経験者で現代美術家の
渡辺篤氏の体験談講話もあります。
ご家族だけでなく、当事者や経験者、支援者も参加可能！
話を聞くだけ、その場にいるだけでも大丈夫な座談会です。

撮影: 井上桂佑
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渡辺 篤（アイムヒア プロジェクト）《月はまた昇る（プロジェクト「同じ月を見た日」より）》2021/2022年 展示風景：「瀬戸内国際芸術祭2022」、撮影：宮脇慎太郎
渡辺 篤（アイムヒア プロジェクト）《ここに居ない人の灯り（プロジェクト「同じ月を見た日」より）》2021/2022年 展示風景：「瀬戸内国際芸術祭2022」
渡辺 篤《修復のモニュメント「ドア」》2016/2019年 展示風景：「あ、共感とかじゃなくて。」展（東京都現代美術館）、撮影: 大倉英揮
渡辺 篤（アイムヒア プロジェクト）《Your Moon（プロジェクト「同じ月を見た日」より）》2021-2023年 展示風景：「あ、共感とかじゃなくて。」展（東京都現代美術館）、撮影: 大倉英揮
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横浜市出身。東京藝術大学大学院修了後に深刻なひきこもりを経験するも、回復し
直後から精力的に活動を展開。孤独・孤立にまつわる関係性の課題や、共感可能性
と不可能性、社会包摂の在り方などをテーマに扱う。2018年からは「アイムヒア プロ
ジェクト」を主宰し、不可視化されがちな生きづらさやトラウマを抱える人 と々の協働
企画を多数実施。社会問題に対してアートが物理的・精神的に介入し、解決に向け
た直接的な作用を及ぼす可能性を追求している。活動家として、当事者運動やケア
実践、メディア出演、講演など多数。厚労省 ひきこもりVOICE STATION講師。
2020年「横浜文化賞 文化・芸術奨励賞」。主な展覧会は、2023年「あ、共感とか
じゃなくて。」東京都現代美術館、2022年「瀬戸内国際芸術祭」など。

12月8日（日） 2月9日（日） 3月9日（日）12月22日（日）今後の
開催予定 in 高松（通常回） in ヒトトコ丸亀（通常回） in 高松（通常回） in 高松（通常回）

丸亀開催


